
新聞を活用した社会に関心を持たせる活動のあり方

～新聞記事を読み考える機会の設定を通して～ 日南市立南郷中学校

教諭 矢野 真生

１ はじめに ２ 研究主題・副題

21世紀は情報化が加速し、様々な媒体も現れ、 新聞を活用した社会に関心を持たせる活動のあ

それを人々は活用し、取捨選択をしながら生活 り方

に取り入れている。新聞に限らず、テレビでは ～新聞記事を読み考える機会の設定を通して～

ニュースが流れ、コメンテーターが様々な主張

をしある方向性を示す。インターネットや携帯 ３ 主題設定の理由

電話のサイトとしてもニュースをリアルタイム 南郷中学校は本年度より合併に伴い日南市立

で見ることもできる。このような正の側面があ となり、全校生徒が250名の中規模校である。

る一方で、負の側面があるのも否めない。しか 年々生徒数が減少しているが自然環境に恵まれ

し、それは情報を活用する人間が正確に情報を た学校である。本校では小中一貫事業を校区内

把握し、その情報の中にある考え方や意見を自 の小学校と進め、時と場に応じた言動や自己表

分の考えと照らし合わせて、また自分の考えを 現のできる児童生徒の育成を研究主題として取

構築できればよいことでもある。 り組んできた。社会科の課題として、社会に対

前述のとおり、新聞やテレビ、インターネッ する広い興味・関心にやや乏しいという分析結

トなど情報を提供してくれる存在はたくさんあ 果が諸調査において出ている。本年度は推進校

るが、ずっとこの情報の担い手の中心であった １年目ということもあり、まずは以下の３つを

「新聞」というものに対して、人々の新聞離れ 柱として、活動を推進していこうと考えた。

が進んでいないか、活字離れが進んでいるので

はないか、と個人的に感じてきた。 ① 新聞記事を目にする場を設ける。

今回、本校でＮＩＥ推進委嘱校として実践す ② 新聞記事を読んで自分の考えをまとめら

ることになり、改めて身近にある「新聞」とい れる生徒を育成する。

うものを使った社会科をはじめとする様々な教 ③ 社会科などの学習の中で新聞を活用した

育活動で研究を進めていく機会を得た。情報が 活動を実践する。

氾濫する世の中で、現在の中学生が真の意味で

情報を活用する力を育てていくためには、まず 以上の３つを継続的かつ常時的にできるよう

新聞を読み取り、活用する能力を身に付けさせ にするとともに、新聞の活用を通して、社会を

ることがその礎になる。また、社会科や各教科 考える力の育成を図っていきたいと考えた。

においても社会的事象を多面的にとらえ、物事

に対して自分の考えを深化させながら、他の様 ４ 研究の実際

々な意見を咀嚼した上で、考えを自分なりに練 （１）新聞記事を目にする場の設定

り上げていく力、自己表現する力をを育ててい 日頃よりなるべく機会をみて新聞を授業の資

きたいと考えた。 料や題材に活用してきたが、学校全体として新



聞に触れる機会を整備していきたいと考えた。

本校は生徒玄関から管理棟を通過して、教室棟

に向かう校舎となっている。また移動教室等に

おいても管理棟を通過する機会が非常に多い。

職員室前の廊下に昨年度、掲示コーナーが整備

されたので、本年度はＮＩＥコーナーを設け、

常に２日に１記事くらいのペースで新聞記事を

更新しながら掲示をしていくこととした。

記事の内容については政治に関すること、経済

に関すること、特集されているもの（有名な大

名の子孫、ベルリンの壁崩壊20年など）、歴史

に関するもの、スポーツ関係と分野が偏らない

ように心がけた。

聞などの媒体を通して気になったニュースに関

する自分の感想等を書いてくるという取組をお

こなった。

（３）社会科などの学習の中で新聞を活用した

活動の実践

また、定期テストにおいても以前より担当学 ９月には地理的分野において新聞を活用した

年では時事問題を出題するようにしていたが、 授業を計画的に行うこととした。地理的分野に

本年度は全学年共通の時事問題を出すことにし ついては本校が使用している教科書では、第３

た。そして、毎回、その正答率の結果を掲示し 章「日本のすがたとさまざまな地域」では、日

興味・関心を高めるようにした。 本の位置を調べ、広さを確認する内容から日本

の諸地域の学習に入っていく構成になってい

（２）新聞記事を読んで自分の考えをまとめら る。大まかな内容としては日本の国土の範囲と

れる生徒の育成 して最東端や最南端などを確認して、領土・領

本校では研究の一環として１分間スピーチを 海・領空を理解していく。

帰りの会などで取り入れるようにしている。私 そして、経済水域で得られる水産資源や鉱産

は１学年の学級担任であったので、１学期はテ 資源を確保するために、日本は沖ノ鳥島の護岸

ーマは自由にスピーチをさせていたが、２学期 工事を行ってきた事実は教科書や地図帳にも記

より時期をみて新聞記事より生徒が気になった 載されている。

ニュースについて自分の考えを話す取組をした。 今回は新聞を活用するために、国家間に横た

また、冬休みの全校生徒の共通の課題として新 わる領土問題について取り扱うこととした。



①学習計画

段階 学習内容及び学習活動 資料準備

時 学 習 活 動

１ 前回までのワーク確認 地理ワーク

日本の位置を調べよう を行う。

①ユーラシア大陸の東にあり、兵庫県明 ２ 北方領土（６３％）竹

１ 石市の東経135度を標準時と決めている。
つ

島（０％）聞いたことがあ

②日本と同緯度・同経度の国を世界地図 る言葉として提示する。

で確認する。
か

３ 本時は日本の領土につ

いて学習することを確認す

日本の広さを調べよう
む

る。

１ ①日本の国土面積38万㎢で、択捉島・与

（

那国島・南鳥島・沖ノ鳥島がそれぞれ最 日本の領域はどこま

本 北端・最西端・最東端・最南端である。 で広がっているのか

時 ②国家には領土・領海・領空があり、ま

）

た経済水域が設けられている。北方領土

などの領土問題が存在する。 ４ 日本の最東端・最西端 拡大地図とパネル

調
・最南端・最北端は何を見

日本をいくつかの地域に分けよう れば分かるか質問する。

１
①８地方区分（北海道・東北・関東・中

べ
５ 確認する。 北方領土・南西諸

部・近畿・中国・四国・九州） ６ ２００海里経済水域を 島のプリント

②東日本と西日本、様々な地域区分
る

確認する。 特別パネル

７ 竹島・尖閣諸島（魚釣 地図帳

都道府県を確かめてみよう 島）を確認する。

１
①都道府県の確認とそれぞれの地方区分

②昔の行政区分
深

８ 竹島の新聞記事を見て ワークシート

③日本の略地図をえがく
め

の感想を発表する。

る
９ 昨年７月の竹島問題で

②本時の活動（２／４時間） の新聞記事を読む。 新聞記事

新聞記事から竹島問題について考える機会を

この領域の学習の中で設定することとした。授
ま

10 本時及び本単元のまと

業のポイントを次の３点とし、生徒に指導する
と

めをする。

こととした。
め

「経済水域は重要であ

・新聞を読んだ感想を書く
る

り、領土や領域をめぐ

・新聞を読んで疑問点を持つ る問題も存在する」

・意見を聞き、考えを広める

生徒の意識に、新聞には様々な記事が掲載され る、という認識を持ってもらえるように授業を

ている、そして教科書の内容にもつながってく 進めたいと考えた。



そこで、私が担任を務める１年１組での授業 授業では、ロシアに占拠されている最北端の択

で事前に次のようなアンケートを実施していた。 捉島をはじめとする北方領土や竹島、尖閣諸島

などを扱い、ロシア・韓国・中華人民共和国な

次の地名を聞いたことがありますか。 どとの領土問題になっていることを踏まえ、竹

島の新聞記事の感想を数名に発表させた。また、

北方領土（ほっぽうりょうど） 竹島問題を主要６紙の社説見出しをまとめて掲

はい いいえ 載していた新聞記事を配付した。生徒達が各紙

竹島（たけしま） で若干ニュアンスが異なる、主張や意見が違っ

はい いいえ てくることも分かるようにした。

結果は「北方領土」という言葉を聞いたことが

あると答えた生徒が63％、一方、「竹島」は０

％だった。少ないとは考えていたが、「竹島」

の０％は予想していなかった。今回は事前にグ

ループごとではあったが、３種類の新聞記事を

読ませ、それに対しての感想と疑問をそれぞれ

書かせた。

５ 研究の成果

今回は授業の中で焦点化して新聞記事を活用

したので、生徒の思考も広がり、授業の中だけ

でなく、図書館やインターネットで調べた生徒

もいた。他の新聞記事にも興味を示し、小さな

島をめぐる国家というものの反応を経済水域な

どの既習内容とつなげて考える機会ができた。

また、テストでの時事問題も３学期は正答率も

やや高くなり、この新聞を活用する取組で関心

が更に高まっていけばと考えている。

６ 今後の課題

今年度は国語科やＰＴＡの学力向上委員会な

どで新聞を活用した取組をしていただいたの

で、今後もまたこのような活動を活発にしてい

きたいと考えている。また、有効な新聞活用の

授業づくりや全校通じての活動を模索したいと

思う。


